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（様式６-Ａ）Ａ. 雑誌発表論文による学位申請の場合 

 

       加藤 隆二  氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

 

題 目    Significance of routine preoperative prone computed tomography for predicting  

intractable cases of inguinal hernias treated by transabdominal preperitoneal repair. 

 （術前腹臥位CTの、鼠径ヘルニアに対する経腹的腹膜前修復術における困難性予測の意義） 
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論文の要旨及び判定理由 

 

本研究は、鼠径ヘルニア術前症例に対し、術前に腹臥位鼠径部部除圧下CTを施行し、術中所見と

比較検討したものである。腹臥位鼠径部除圧下CTの既報と比較し、本研究では若干検出率や診断

精度が低いものの、施行術式による術中診断の精度などを考慮すると十分に有用性のあるもので

あった。また、手術が困難である滑脱型ヘルニアの特徴的CT所見について明らかにし、術前に腹

臥位鼠径部除圧下CTを施行することで、手術の安全性の向上が期待できると考えられた。 

上記研究成果は、鼠径ヘルニアの診療に寄与するものと認められ、博士（医学）の学位に値する

ものと判定した。                                    
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